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皆様のご協力に感謝。

これからも地道な活動を 中澤誠一

今総会をもちまして、理事長を退任することに

なりました。

平成19年4月「精神保健福祉会すざかの風」の理

事長に就任して以来17年にわたり、須坂市をはじ

め関係機関、会員、役員、スタッフの皆さんの多

大なご尽力とご支援をいただき厚くお礼申し上げ

ます。

この間、事業や運営上の悩み、課題は多くあり

ますが、その都度皆様のご協力をいただき、不十

分ではありましたが一歩一歩前進することが出来

たと思っております。

これからは一色修治理事長を中心に、推進体制

を強化し、ひきこもりの人を一人でも少なくし、

安心できる憩いの場所を提供できるよう地道な活

動をしていくようお願い申し上げます。

これまでの皆様のご協力に感謝し、お礼の言葉

2024年度 通常総会 開催

～5月23日㈭ ピアハウス北須坂作業所２階ホールにて～

委任状を含む正会員80名の出席で、事業報告・事業計画と共に

任期満了に伴う役員改選も満場一致で承認され、一色理事長を

中心に新体制がスタートしました。

すざかの風の永年にわたる活動が福祉の向上に寄与したとして、

長野県精神保健福祉協議会より贈られた「精神保健福祉功労者

表彰」の賞状の披露とともに、三木須坂市長様はじめご来賓の

皆さまからのあたたかいご声援が、新たな一歩へのパワーとな

りました。

理 事：中澤誠一・長谷川 宏

滝澤真由美

監 事：丸山 尊

顧 問：清水 眞

退任役員

永い間ご尽力いただきましてありがとうございました
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理 事 長 ： 一色修治

副理事長： 小市健二・若林久枝

理 事： 青木信一郎 (事務局長兼任)

髙橋雅恵・加藤光弘

若林幸夫・長岡惠子

坪井由美子・佐藤やよい

髙森保枝

監 事： 玉井淳一・片桐さゆり

顧 問： 中澤誠一

新 役 員 （ 下線は新任 ）

バトン
をつな

ぐ

就任のご挨拶 理事長 一色修治

この度の総会において、中澤理事長の後任として重責

をお引き受けすることになりました。

私が市役所保健予防課に在職していた平成元年に家族会

ときわ会がスタートさせた共同作業所「ぶどうの家」を、

平成８年に「ピアハウス」に名称変更し、憩いの場とし

て気軽に立ち寄れる場を作りました。

障害者自立支援法の施行にあわせ2007年にNPO法人

となり、障がいのある皆様が自立した地域生活をおくり、

安心して過ごせる場の提供をめざしてきました。

今回退任された皆様が永年に渡り心血を注がれ運営さ

れましたことに心からお礼申し上げます。

発足当初の願いや目標を引き継ぎ、スタッフや理事の

皆さんの支えを頂きながら職責を果たしてまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願いします。
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「食の匠」の皆さんに、準備していただいた

箱膳の食事をおいしくいただきながら

「食べごと」の文化と作法を学びました。

身近にある器をつかって

気軽にフラワーアレンジメントを楽しみました。

路線バスに乗って米持バス停下車。

アスザックフーズ株式会社を見学

してきました。

元気が出る野菜カラーのホールで

フリーズドライ製品ができるまでを

説明していただいたあと、工場の

開発部門を見学しました。

地域活動支援センターピアハウス

-２-

株式会社イマイ企画様のご厚意にあずかり

社員の中田悠喜さんのミニコンサートが

実現しました。

中田さんはお母様と一緒に『イハマードレ』

（スペイン語で母と娘の意味）という

グループ名で音楽活動を続けており、

♪コンドルは飛んで行く から始まって

チャランゴとケーナのやわらかい音色が会場をつつみました。最後は一色新理事長のハーモニカとの

セッションで♪ふるさと が演奏され、心あたたまる心地良い時間となりました。

チャランゴ演奏

チャランゴは

南米アンデス地方の民

族音楽フォルクローレ

に使われる楽器

5/30 箱膳体験 講師：食の匠

6/13 大人の社会見学

アスザックフーズ株式会社

6/20 うちださんの日 ～フラワーアレンジメント～

卵１個で茶わん蒸し‥

子どもの誕生日が近い

ので１品増やして作って

みようと購入しました

試食のスープ、

梅のさっぱり感が

おいしかった

～ D.Dレポート ～


